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水辺のエゾノカワヂシシャ

　帰りがてら、自分だけ JR を上野幌でおり

て、厚別南緑地などを回りながら帰ること

にする。しかし、この辺も林内のメジャー

な花はほとんど終わっており、マイヅルソ

ウの終わりかけやらオニシモツケのつぼみ

やらを強引に記録する心境がよく分かった。

6 月中旬の開催に札幌周辺から不満の声が

強く出る理由を実体験した。

　戻りながら本部の坂本さんに電話して、

中止したグループが 2 つほどあっただけで

特段問題なしと聞き、ひと安心して終了。

　2 日目は丹羽と交代で本部へ。といって

もすることないので、ホームページ関係の

確認など。午後からはポツポツ速報も入り

始める。前回のように翌日朝刊に速報と言

うムチャ進行ではないので、ファクスとホー

ムページを見ながら入力の準備をゆっくり

始める。しかし、今回は予想通りホームペー

ジ利用者が多く、速報の結果はどんどん集

まる。エンビジョンの田中さんにいろいろ

用意してもらっていたので、結果もすぐに

ランキングや分布図になるので、記事を書

こうと思えばすぐに出せたかもしれない。

　今後来るファクスは調査館事務所に転送

していただくようお願いして戻った。

実施ドキュメント ・事務局日誌

　今回事務局を全面的に引き受けたため、 準備段階からとりまとめまで、 全

ての段階に関わることになりました。 イベントの運営をどんな感じでやっていた

のか、 ドキュメント風に紹介してみたいと思います。

渡辺   修

● 2006 年 10 月　実行委員会立ち上げ

　道新野生生物基金の坂本局長から、前回

のフラワーソンの実施体制や資料について

確認あり、翌年の第３回のもやることになっ

たので、実施サポートを頼まれる。野生生

物基金は局長入れてスタッフ二人体制の上

に、局長は 2 年程度で変わってしまうため、

フラワーソン実施時には毎回局長が異なっ

花を持たせてみた（本人は虫の方がお気に入り）
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ている。毎度一からということで大変であ

る（お役所のよう）。

　10/12 に準備のために実行委員が集まる。

辻井、五十嵐、梅沢、金上、金子、渡辺修

と揃うが、元締めの小川さんは来ず…。日

程はこの時点で 6/16-17 に確定。毎回同じ

時期にやることに意義があるので、変えづ

らいというのもある。委員も 5 年ぶりなの

で、前回はどうだったけ～と思い出しなが

らの打ち合せ。

　基金からは経費は節約してという依頼。

なかなか新聞社も厳しいということで、開

催も今回はするが今後保障はできないとい

うスタンス。せっかく５年おきにやってき

ているので、続けて欲しいが、なかなか慎重。

　手引きはしっかりしたものをつくろう、

地図は改良しようという提案が出た。ホー

ムページも前回は道新メディア局でつくっ

てくれたが、社内では厳しいという話でエ

ンビジョンと新たに作るかという話に。

● 11 月には各地域のアドバイザを集めた会

議をするということで人選。基本は前回の

引継ぎだが、釧路の新庄さんは忙しいとい

うことで高嶋さんを推薦、札幌地区も増や

したいということだったので、開拓記念館

の水島さんを推薦。調査館のスタッフもと

いうことで丹羽も札幌地区アドバイザに。

● 2006 年 11 月 28 日　アドバイザー

合同会議・懇親会

　アドバイザ会議に渡辺修と丹羽で行く。

全道から植物に詳しい人たちが集まってな

かなか壮観だが、部屋が狭くて全員座れな

い（笑）。前回の課題を出してもらう。締め

切りが早かった、応募状況が途中で分かれ

ば地域内で声掛けできる、前回参加者にも

連絡を、など。今回はウチで広報もやるの

で組織的に効率的にと思う（途中経過もネッ

トでは頻繁に、郵送では一回入れることが

できた）。

　使用する地図については、金子さんが北

海道地図の協力を取り付けて自作。前回の

ものは環境省のメッシュ図で、非常に古い

地図で分かりにくいと不評だったが（そも

そも地形図を見慣れていない人にはロード

マップみたいなほうが良かったようだが）、

今回はかなり新しい情報が入り見やすいも

のになった。

● 2006 年 12 月 ホームページの打合せ

　酪農大学で金子さん・エンビジョン田

中さんとホームページの打合せをする。

前回のシステムを道新からもらってきた

ので、それをベースに構築。ドメインは

flowerthon.net で 5 年間レンタルし、次回

まで維持できるようにしておく。前回のサ

イトは一応一部残っているものの分かりに

くくなってしまっていたので。金子さんは

せっかくだから、いろいろ試したいと意欲

的。

● 事務局体制の準備を始め、フラワーソン

専用のアドレス、連絡用のアドレスなどを

準備してもらう。基金との連携がスムーズ

になるように。

● 広報のスケジュール確認。道新紙上では

元旦号で最初の告知、その後ひと欄・日曜

版などもチャンスあるので案内する（ひと

欄に辻井先生、日曜版に梅沢さんの連載が

載った）。3 月に募集開始するので、そのと

きまでにパンフレット、4 月にアドバイザ

会議やるのでそのときまでに手引き、5 月
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に各地の説明会なので、地図・調査用紙な

ど配布物全てを。他所に頼んでも高くつく

ので、全部自分でデザイン・編集。実施後

も集計や報告があるので、一年中フラワー

ソン色の予感。しかし坂本局長が今回はい

ろいろと丁寧に対応してくれるので仕事は

大変やりやすかった（前回の谷さんは何に

つけてもゴーインだったから…汗）。

● 2007 年 1 月　セイヨウオオマルハ

ナバチの調査追加検討

　丹羽の提案で、セイヨウオオマルの調査

を特定種に入れてみてはどうかと提案。す

でに道内あちこちで市民との連携を進めて

いる東大鷲谷研の菊池さんにアドバイザを

頼み、企画として入れる。前回のアンケー

トでもプラスアルファの調査に意欲的な人

が多かったし、花と関連性も高いので、企

画テーマとしては面白い。ただ同定など調

査方法が課題なのと、新たなものを入れる

のに委員や道新が積極的かどうかというこ

とで、ネゴ開始。方法はとにかく簡易にす

るが、心配なのは全然見つからないことで、

在来のマルハナを合わせて記録するのがい

いかななどと模索する。特定種シート全般

にそうだが、個人的にはどんな人、どんな

場所でも参加できる要素があることにこだ

わっている。「これあった」と○書ける花が

一つはないとさみしいので（マイヅルソウ

やホオノキがそれを担ってマス）。

　結局マルハナは今回の企画ということで

入れてみようということになった。直ちに

特定種シートに組み込んでデザインする。

解説の用紙は菊池さんに用意してもらうこ

とにする。菊池さんたちと連携してセイヨ

ウオオマルについて積極的に記事化してい

た山本牧さん（道新旭川編集委員）にも相

談して、加わってもらう。

● 1/22　専門部会

　細かい内容を詰めるために「専門部会」

と称して、五十嵐さん・金子さんを呼んで

打合せ。今回は坂本さんのコネでサハリン

でも同時に調査することになった。遊びで

ロシア語版特定シートも作ってみることに

する。パンフレットについては、種数を競

うことが主眼でないことなど、説明を入れ

ることに。前回の広報パンフレットは委員・

アドバイザの名前がでかでかと載っている

だけで、調査自体の説明があまりなかった

ので、イメージが湧くように編集する。

● 2007 年 2 月　実行委員会

　実施内容について検討。前回札幌では参

加者多すぎて、説明会が大変だったので 2

回に分けることを提案。東西別にして。セ

ホームページは今も健在 http://fl owerthon.net/
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イヨウオオマルはやる方向で調整がつく。

試験的にやってみて、よければ継続すると

いうことに。調査シートの記号を「開花は○、

つぼみは△」に修正。道新からは子ども向

けの記念品など欲しいという意見。成績表

みたいなものを全員に送りたいと話する。

● 2007 年 3 月　広報開始。パンフレット

ができて、前回参加者やアドバイザに送付。

環境サポートセンターや博物館など各所に

も置かせてもらう。ウチが事務局になるの

で、何としてでも、参加者数の前回越えを

したいと意気込む。事務仕事は大変になっ

てしまうわけだが。ホームページもオープ

ンし、自分で記事も少し書く。

● 参加者からの問い合わせも来はじめる。

「一人しかいないのだが、どうやって参加し

たら」という問い合わせも意外と多い。「ど

こに案内出ているんだ」という道新読者じゃ

ない人も。

● 手引きと調査用紙の製作に取り掛かる。

手引きは前回は白黒ワープロ文章だったが、

今回はカラーできちんと編集したものを作

る。おまけコーナーで見分け方も入れたい

ので、梅沢さんに写真や検索図譜の相談。

ハコベなど、6 月に良く見るものについて

新作を作成した。

● 各地での説明会の日程と担当者が決定。

前回もそうだったが、全道 15 会場に委員が

説明に行くというのは豪勢だが、なかなか

大変。委員は皆さん忙しい人ばかりで、5

月の土日全てを埋めて実施してもなかなか

調整がつかない。マルハナのこともあり、

なるべく大会場は自分が説明したいので、

渡辺は旭川・帯広・北見・札幌× 2を担当（お

かげでカタクリサミット行けず）。それ以外

の会場に行く委員やアドバイザにもいろい

ろ伝えなければいけないので、打ち合わせ

や説明文書作りもバタバタ。

手引きや報告書のイラストは開拓記念館の水島さんが描いたキャラクターをフラワーソン用にカスタマイズ
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● 2007年 4月　応募状況は今ひとつ。ホー

ムページ経由が多いのはうれしいが（最終

的に 45%）、それ以外があまり来ない。特集

記事を打つので、興味深い点など原稿を準

備。見開きで出るのでこれに期待。

● 4/20　アドバイザー合同会議

　開催を控えて 2 回目の会議。しかし、皆

集まるのはこれが最後ということでちょっ

と残念でもある（全道から来てもらうのは

コストもかかるのでやむを得ないが）。手引

きの原稿などで説明。東大の菊池さんも来

てくれて、セイヨウマルハナについて説明

する。応募状況を説明し、今ひとつ少ない

道南や留萌、釧路などで広報を頑張っても

らうようお願いする。

● 2007 年 5 月　GW は出かけていたが、旅

先でも募集状況が心配でサイトを確認。案

の定、駆け込みで応募がどんどん増えてい

る。結局 4/30 締め切りを延長して、5 月中

旬まで様子を見ることに。その結果、グルー

プ数 450、参加者総数 2600 名という最大規

模の参加を達成することができた。特に前

回は約 1800 名と第 1 回より大幅に少なかっ

たので、回復できてよかった。都市部に偏っ

ていて心配だった調査地区数も説明会での

調整を経て 550 地区と前回を上回り、これ

も安心。地図がさみしくなるのは避けたい。

● 5/12　旭川説明会

　地方説明会が旭川からスタート。坂本さ

んと行く。40 名くらいが参加。地元の塩田

さんは手配よく、いろいろと準備していて

くれたのでかなりスムーズに行く。参加記

念のファイルケースなど、かさばるものが

多いので地元委員は結構大変。旭川道新の

山本さんも来て、ハチとヒグマの話を分か

りやすく。手引きの裏表紙にいくつかミス

があり、目ざとい人に毎回チェックされた

が、間違い探しということにしておく（笑）。

　欠席されてしまうと直接説明できないし、

資料の送付代はかかるしで、なるべく参加

して欲しいのだが、まずまずの参加率で安

心した。人によっては都合に合わせて、遠

い別会場に来てくださることもあり、大感

謝。

● 5/19-20　帯広・北見、5/26 札幌

説明会

　帯広から北見という長いコースの説明会

は、梅沢さんと。道内の自然系講演会では

一番人気の梅沢さんが説明人で来るという

のはなかなかないことだ。参加者もサプラ

イズで、あれっ梅沢俊さん .. ？！と驚いて

2007/4/11 の北海道新聞記事

「ここに注目！」ということで前回のおさらい
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いる人が多数。「新北海道の花」を 5 冊ほど

販売用にご本人が持ってきていたが、あっ

という間に売れていた。サインももらえる

のだし当然か。こちらでも用意してあげれ

ばよかった。

　帯広は地元の若原さんと。手伝い人も連

れてきてくれていた。ここはお互い見知っ

たグループが多く、空いているエリアが多

いと分かるとお互いにテキパキと分担して

解消してくれた。さすが十勝の結束（笑）。

　北見は地元の伊藤さんと。ここは斜里な

ど遠いところの人も多いが良く来てくれて

いた。ここも集中しているところは分散し

てもらった。移動途中では本別公園をちょっ

とのぞきに行ったり。長いコースでしたが、

楽しめた。

　札幌は 2 部制にしたが、かなりの人。辻

井先生も来られたので、説明はやっていた

だき助かる。ここは参加者が多く、空いて

いる場所はほとんどないが、遠隔地へ行く

という人が山関係を始め多く、地図の配布

などバタバタ。ウチからは丹羽が行けない

ため展君を助っ人に。

● 2007 年 6 月　いよいよ開催月

　開催月なのだが、説明会に使った資料の

戻りが遅くてあせる。欠席者に送らなけれ

ばいけないのである。ただアドバイザが直

接配ってくれたところもあった。金子さん

は酪大学科の 3 年生全員に参加させるとい

うことで、独自の説明会を準備、資料を渡す。

教官入れて 110 名以上という参加者数で盛

り上がるなと思ったが、3 日前に学内で伝

染病が出て学校閉鎖⇒全員不参加に…. 残

念でした。

● 紙面では 7/20 頃に特集記事、7 月はじ

めに速報記事ということになる。前回は谷

さんが強引に翌日朝刊に速報打てというの

で、当日は道新に残って入力・集計をする

羽目になったので、今回は良かった。だい

たい翌日朝刊に載せるとか、選挙並みであ

る。そんな速報性は必要ないって（笑）。そ

もそも当日・翌日は支社では開催の様子を

記事にするので、内容に困ることはない。

それでもデータをというのは記者出身の谷

さんらしかった。

● ホームページも結果入力ページの準備

を始める。1 週間前にテストを始め、試し

に入力してもらいながら修正する。前日深

夜にテスト結果をリセットして準備完了っ。

田中さんお疲れでした。

● いよいよ当日

　詳しくは各人の体験記で。結果報告は初

日に第一号が。胆振のサリカリアだそうで、

前回もそうだったような。

●終了後は結果入力に関する問い合わせが

たくさん。ホームページはやはり戸惑いが

多いよう。特に種名リストが多い人は 1 種

ずつは面倒になる。ファイル・メールで送っ

帯広のホテル前で梅沢さんが見つけた

ツキミタンポポ（外来種）
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てくださいとお願い。使いづらい、よく分

からないという意見は多いが、年配の人に

はホームページ・パソコンにふれるいい機

会にもなったのではないかと思う。ホーム

ページの速報集計は、どんどん結果が蓄積

されており、毎日見るのが楽しみ。植物名

が分からない人向けに立ち上げた掲示板で

の質問コーナーもまあまあ盛況で、丹羽を

中心に対応する。

● 6/20　ラジオ収録

　協賛の一つ Air-G' の番組で取り上げて

くれるということで出演することに。高山

アナがパーソナリティの日曜日放送の道内

の人を紹介するコーナー。20 分だが、音楽

かけたりＣＭ入れるので、5 分、5 分、5 分

くらいの配分とか。スタジオに行って収録

をする。録音といっても、ほとんどそのま

ま流すということで、以前の NHK の生放送

と変わりはなかった。ただスタジオなので

ちょっとどきどき感はあった。どうしてこ

ういう仕事はじめられたのかとか、自分や

調査館の紹介なども。事前に簡単に打ち合

わせはしたが、ほとんどアドリブ進行なの

で、綱渡りでしゃべっている気分だった。

あまり中身のある話はできなかったが、結

果もほとんど出てないのでしょうがないか

も。2 回ほど「今週は天気良くて暑かった

くらいなんで」とつい言ってしまった。放

送は一週間後なのに。ディレクターが「何

とかします」といっていたが、何とかなる

んだろうか。

　放送自体は寝過ごして聞くことができず

（まぬけ）。坂本さんも丹羽も聞いてなかっ

たとか。まともになっていたのかどうかも

分からず。

● 速報記事について、山本さんと打ち合わ

せ、7/1 朝刊に掲載。書きやすいというこ

とで、セイヨウオオマル中心の記事になっ

てしまった。東大の結果と重ねた図もつけ

てもらったが、思ったより報告数が多く、

結果の一致率も高く、満足できる結果となっ

た。その上、野付半島など根釧地方や、士

別などでの新規確認地域も初めて分かり、

増えているのは良いことではないが、市民

調査の力を実感できたのは良かった。

2007/7/1 の北海道新聞記事。密かにちびまる子ちゃん連

載開始と一緒の紙なのだ（２面にカラーで掲載された）
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● 2007 年 7 月　特集紙面について打ち合わ

せ。他の仕事も忙しくなってきたのでバタ

バタであるが、何とか月末の掲載に向けて

原稿作成。参加者報告も 4 つ載せたいとい

うので、地域ごとに熱心に活動していると

ころを推薦する。出張中も携帯でやり取り

しながらバタバタ作成。新聞社の方は参院

選が重なり、紙面の状態がどうなるか分か

らないという事だったが、予定通りに掲載

された。

● 2007 年 8 月　実行委員会

　結果の速報を持っていく。報告書の編集

や 10 月予定のフォーラムについて打ち合わ

せ。各自記事を書くことに。ロシアからの

写真や結果もようやく入手。リストは変な

種も出ていて、五十嵐さんに統合したり削

除したりのチェックをしてもう。

● 2007 年 9 月　フラワーソン報告書

製作

　報告書は 10 月にある講演会に間に合わせ

たいということで、9 月の編集製作となる。

しかし、実施から 2 ヶ月ちょっとしか猶予

がない。しかも 7・8・9 月とモロにフィー

ルドシーズンである。札幌にいないときの

方が多いのにどうやってつくるねん。と思っ

たが、前回の編集に不服だったこともあり

（というか原稿がひと段落落ちていたり、妙

な見出しが付いたりといろいろ問題あっ

た）、「いややりましょう」と請け合ってし

まった。もちろん原稿は他の委員も書いて

くれるが、データの集計と作図と編集とデ

ザインを一人でやらなきゃならない。ちな

2007/8/2 の北海道新聞記事・見開きで特集。「外来種身近に浸透」のタイト

ルは微妙だが、前回「1133 種確認」とデカデカと書かれたよりはマシ。
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役割分担としては、渡辺は今年の結果につ

いての紹介。とかく温暖化や開発問題に結

び付けがちだけど、じっくりやっていきま

しょうという話をする。ちょいマスコミ批

判（新聞社主催なのに）。

● 報告書の印刷が終了、参加者に結果シー

トと合わせて発送する。かなりあわただし

かったが、実施から 4 ヶ月で大きな区切り

をつけることができた。委員会立ち上げか

らはほぼ一年。参加者には分かりにくい点

や不満な点もあったとは思うが、楽しんで

いただけた部分もあると思うので、反省し

ながら次回へつなげていきたい。関わった

みなさん、本当にお疲れ様でした。

みに 5 年前は集計と作図と執筆だけだった

し、11 月が編集の〆だった。前回の経験が

あるので、ちょっと早足にしても転ばない

だろうという読みだけで、何とか乗り切っ

たが、坂本さんや印刷のアイワードさんに

は世話かけてしまった。

● 2007 年 10 月 22 日　フラワーソン

講演会

　基金が毎年道新ホールで開いている講演

会のテーマにフラワーソンを選び、小川さ

ん、梅沢さん、五十嵐さんと渡辺が講演。

梅沢さん効果か、かなりの人が来ていた。

マスコミの予断を持って取材する姿勢を皮

肉った講演の落ちが右の記事。講演会で『渡

辺代表は「外来植物が増えていることがわ

かった。早く分かれば対策も立てやすい」

と成果を語った』そうな。こらこら、挑戦

的だなと思ったら、書いた記者さんは途中

で席を立ったため、予断でまとめたそうな。

あれれ。　（記事がくしゃくしゃなのは頭に

来たから ... ではなく、管理が悪かっただ

けです。念のため）


